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(1) 

Aと Bが出会う点は、 )2,0( か )1,1( か )0,2( である。 

Aと Bが点 )2,0( で出会う確率は 22)1( qp  

Aと Bが点 )1,1( で出会う確率は )1)(1(4)1(2)1(2 qppqqqpp   

Aと Bが点 )0,2( で出会う確率は 22 )1( qp   
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222 )32(2)166( qpqqpqq   ……(答) 

 

(2) 

q を固定し、 222 )32(2)166()( qpqqpqqpg  とすると )32(2)166(2)( 2 qqpqqpg   

 )32(2)0( qqg   )1)(13(2)143(2)32(2)166(2)1( 22  qqqqqqqqg  
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1
0 ≦≦q において、 )0(g  と )1(g  の符号を表にすると、 

右の通り。 

 

3

1
0 ≦≦q のとき、 0)( ≧pg  であり、 )(pg は単調増加。 

)(pg の最大値は 2222 )1(12)32(2)166()1( qqqqqqqqg   
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≦q のとき、 10  p において 0)(  pg となる p がただ 1つ存在する。 

ここで、 0166 2  qq を解くと 
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≦q において、 0166 2  qq である。 

0)(  pg となる p は、
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以上により、 ),( qpf を最大にする p と、そのときの最大値 )(qM は 
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0 ≦≦q のとき 2)1()(,1 qqMp  、
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※(2)は 2次式の最大値に帰着されるが、場合分けが面倒である。 


